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性細胞数が193個 / μ lで，全CD34陽性細胞の89.4％が生
細胞であった。これは基準値である85～115％の範囲内
にあり，測定系には問題がないものと判断された。
　今後，移植関連検査としてFCMでのCD３/CD４/CD
８陽性細胞定量も行う予定である。これはドナーリンパ
球輸注（DLI）細胞数評価に利用され，CD34陽性細胞定
量と同様に測定ソフト・試薬キットを用いることにより
実施する事が可能である。
　当院では現在細胞表面マーカー・染色体分析を外注検
査に頼っているが，検査依頼から報告まで４日間を要す
る。過去数年の骨髄穿刺検査依頼件数・疾患別件数（表
２，３）を見ても当院での検査件数の増加・疾患の多様化
が覗え，急性期の病状ではいち早い診断・治療が必要で
あり，迅速な検査が可能な細胞表面マーカー検査の院内
化が望まれる。
ま と め
　市立函館病院における FCM検査の現状を紹介した。
造血幹細胞移植の実施件数が増加している現状では
FCM検査もルーチンワークとなりつつある。FCM法に
よる検査の領域は広く，今後マーカー検査の院内化など
の検査領域の拡大が望まれる。
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